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―  総  括  ― 
 

令和８年６月の動き 

 

中央区内における６月の現状判断ＤＩは合計で 48.3 と、前回調査から 2.0 ポイント

上昇している。景気の先行き判断ＤＩは合計で 38.4 と、前回調査から 5.4 ポイント低

下している。 

 

図表  景気の現状判断ＤＩ、先行き判断ＤＩ（合計） 

 

（ＤＩ）  令和８年   前回調査 

合計  ２月 ４月 ６月 からの変化 

現状判断ＤＩ 49.4 46.3 48.3 （2.0） 

先行き判断ＤＩ 54.8 43.8 38.4 （-5.4） 
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調査の概要 
 
１ 調査の目的 

中央区内において景気に関連の深い動きを観察できる立場にある人々の協力を得て、

地域の景気動向を迅速かつ的確に把握し、効果的な施策を実施するための基礎資料とす

ることを目的とする。 

 

２ 調査の客体 

中央区内の家計動向関連、企業動向関連で、代表的な経済活動の動向を敏感に反映す

る現象を観察できる業種において、適当な職種の中から選定した 50人を調査客体とす

る。調査客体の分野・業種別人数構成については、別紙を参照のこと。 
 

３ 調査事項 

（1） 景気の現状に対する判断（方向性） 

（2） （1）の理由 

（3） （2）の追加説明及び具体的状況の説明 

（4） 景気の先行きに対する判断（方向性） 

（5） （4）の理由 

（参考） 景気の現状に対する判断（水準） 

 

４ 調査月及び調査期間等 

調査月は年６回の隔月に当月時点で実施、調査期間は調査月の中旬約１週間で、令和８

年６月調査の調査票発送は６月５日（金）、回答期限は６月 17 日（水）である。 

 

５ 調査機関 

本調査は中央区が主管し、委託先である株式会社日本経済研究所を取りまとめ調査機関

として実施したものである。 
 

 

６ 有効回答率 

調査客体 50 名に対し、有効回答客体は 43 名、有効回答率は 86.0％であった。 
 

７ ＤＩの算出方法 
景気の現状、または、景気の先行きに対する５段階の判断に、それぞれ以下の点数を

与え、これらを各回答区分の構成比（％）に乗じて、ＤＩを算出している。 
 

評価 

良く 

なっている 

やや良く 

なっている 

変わらない 

 

やや悪く 

なっている 

悪く 

なっている 

良くなる やや良くなる 変わらない やや悪くなる 悪くなる 

（良い） （やや良い） （どちらとも 

いえない） 

（やや悪い） （悪い） 

点数 ＋１ ＋０．７５ ＋０．５ ＋０．２５ ０ 
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１ 景気の現状に対する判断 
 

３か月前と比較しての中央区内における現状判断ＤＩは合計で 48.3 と、前回調査か

ら 2.0 ポイント上昇している。分野別にみると、家計動向関連ＤＩは 48.8 と、前回調

査から 5.4 ポイント低下し、企業動向関連ＤＩは 47.8 と、前回調査から 8.0 ポイント

上昇している。構成比では、「変わらない」と回答した人の割合が 12.0 ポイント増加し、

「悪くなっている」と回答した人の割合が 10.0 ポイント減少した。 

 

図表１－１  各分野における景気の現状判断ＤＩの推移表 

 
（ＤＩ）   令和８年    

   ２月 ４月 ６月 （変化幅） 

合計   49.4 46.3 48.3 (2.0) 

 家計動向関連 44.7 54.2 48.8 (-5.4) 

  小売関連 45.0 61.1 52.3 (-8.8) 

  飲食関連 － － － (－) 

  サービス関連 50.0 45.0 40.0 (-5.0) 

  住宅関連 － － － (－) 

 企業動向関連 53.3 39.8 47.8 (8.0) 

  製造業 40.0 30.0 35.0 (5.0) 

  非製造業 56.9 42.6 51.4 (8.8) 
(備考)家計動向関連のうち、飲食関連、住宅関連については、サンプル数の関係で非公表としている。 

 
図表１－２  構成比 

年 月 

良く 

なっている 

やや良く 

なっている 

変わらない やや悪く 

なっている 

悪く 

なっている 

 

令和８年 ２ 2.4％ 23.8％ 45.2％ 26.2％ 2.4％ 
 ４ 2.5％ 30.0％ 27.5％ 30.0％ 10.0％ 
 ６ 2.3％ 23.3％ 39.5％ 34.9％ 0.0％ 

(変化幅)  (-0.2) (-6.7) (12.0) (4.9) (-10.0) 

 

図表１－３  各分野における景気の現状判断ＤＩの推移 

 

0.0

50.0

100.0

2 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

合計

企業動向関連

家計動向関連

（ＤＩ）

（月）
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２ 景気の先行きに対する判断 
 

２～３か月先の中央区内における景気の先行き判断ＤＩは合計で 38.4 と、前回調査

から 5.4 ポイント低下している。分野別にみると、家計動向関連ＤＩは 40.0 と、前回

調査から 5.8 ポイント低下し、企業動向関連ＤＩは 37.0 と、前回調査から 5.0 ポイン

ト低下している。構成比では、「やや悪くなる」と回答した人の割合が 14.0 ポイント増

加し、「やや良くなる」と回答した人の割合が 13.2 ポイント減少した。 

 

図表２－１  各分野における景気の先行き判断ＤＩの推移表 

 
（ＤＩ）   令和８年    

   ２月 ４月 ６月 （変化幅） 

合計   54.8 43.8 38.4 (-5.4) 

 家計動向関連 61.8 45.8 40.0 (-5.8) 

  小売関連 52.5 44.4 47.7 (3.3) 

  飲食関連 － － － (－) 

  サービス関連 70.0 40.0 25.0 (-15.0) 

  住宅関連 － － － (－) 

 企業動向関連 48.9 42.0 37.0 (-5.0) 

  製造業 35.0 30.0 20.0 (-10.0) 

  非製造業 52.8 45.6 41.7 (-3.9) 
(備考)家計動向関連のうち、飲食関連、住宅関連については、サンプル数の関係で非公表としている。 

 
図表２－２  構成比 

年 月 

良くなる やや良く 

なる 

変わらない やや悪く 

なる 

悪くなる  

令和８年 ２ 2.4％ 38.1％ 38.1％ 19.0％ 2.4％ 
 ４ 0.0％ 22.5％ 37.5％ 32.5％ 7.5％ 
 ６ 0.0％ 9.3％ 39.5％ 46.5％ 4.7％ 

(変化幅)  (0.0) (-13.2) (2.0) (14.0) (-2.8) 

 

  図表２－３  各分野における景気の先行き判断ＤＩの推移 

 

0.0

50.0

100.0

2 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6 102 6

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

（ＤＩ）

（月）

合計

家計動向関連

企業動向関連
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３ 現在の景気水準に対する判断（参考） 
 
現在の景気の水準自体に対する判断は、以下のとおりであった（注）。 

 

 

図表３－１  各分野における景気の現状水準判断ＤＩの推移 

 
（ＤＩ）   令和８年   

   ２月 ４月 ６月 

合計   48.8 51.9 49.4 

 家計動向関連 47.4 62.5 57.5 

  小売関連 45.0 66.7 59.1 

  飲食関連 － － － 

  サービス関連 60.0 65.0 60.0 

  住宅関連 － － － 

 企業動向関連 50.0 43.2 42.4 

  製造業 45.0 30.0 35.0 

  非製造業 51.4 47.1 44.4 
(備考)家計動向関連のうち、飲食関連、住宅関連については、サンプル数の関係で非公表としている。 

 
（注）景気の現状をとらえるには、景気の方向性に加えて、景気の水準自体について把握する 

   ことも必要と考えられることから、参考までに掲載するものである。 



家計動向関連

企業動向関連

注）本グラフは景気の現状に対する判断理由着目点の構成比を示している。
　　割合が０％の場合、数値は表記していない。

４　（１）　景気の現状に対する判断理由着目点

42.1

33.3

25.0

21.1

16.7

25.0

10.5

16.7

20.0

21.1

33.3

30.0

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２月

４月

６月

来客数の動き 販売量の動き 単価の動き
お客様の様子 競争相手の様子 それ以外

56.5

40.9

39.1

21.7

18.2

26.1

13.0

27.3

21.7

8.7

13.6

13.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２月

４月

６月

受注量や販売量の動き 受注価格や販売価格の動き

取引先の様子 競争相手の様子

それ以外
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４　（２）　景気の現状に対する判断理由
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明
良くなっている 一般小売店［文

具］（販売担
当）

来客数の動き ・インバウンド、特に欧米やインド、トルコからの客
が増えている。

やや良く
なっている

百貨店（総務担
当）

来客数の動き ・来客数は前年を上回り、インバウンドも好調に推移
している。物価高を背景とした節約志向は残っている
ものの、緩やかに回復している実感がある。

百貨店（広報担
当）

単価の動き ・気温上昇に伴い、初夏物商材の実需が伸びている。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・ゴールデンウィークがあったことに加え、修学旅行
生や観光客も多く来てくれている。

変わらない 百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・為替や株高の影響により、国内外問わず客の買上動
向は堅調である。一方で、値上げの影響もあり、今後
の動向は不透明である。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・特売日にまとめて購入する客が微増している。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・引き続きインバウンドが好調である。中国からのイ
ンバウンドは減っているものの、それ以上に米国、イ
ンドからの客が増加しており、来客数は前年比113％と
順調に推移している。

高級レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・予約は減少している。客単価を上げるために値上げ
を検討しているが、世の中の様子を見て判断すべきと
考えている。仕入れの材料費は約10％上昇している。

高級レストラン
（副店長）

単価の動き ・月前半は宴会などは余り増えていなかったが、後半
は総会後の会食で個室が埋まっており、単価も悪くな
い。

都市型ホテル
（経営者）

単価の動き ・一時のインバウンド増加も落ち着き、以前程の伸び
はない。

都市型ホテル
（営業担当）

来客数の動き ・インバウンドは好調であるものの、レストランは３
か月前と比べて若干減少している。

競馬場（職員） 単価の動き ・単価は３か月前と比較して100％前後で常に推移して
おり、大きく増加する見込みは余りない。

やや悪く
なっている

一般小売店［事
務用品］（営業
担当）

販売量の動き ・需要期を過ぎて、売上が減少している。さらに、中
東情勢の影響により品不足が発生し、販売機会を逃し
ている。

乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・３か月前は決算期であり、来客数と販売量が多かっ
た。それに比べると新年度に入り、特に４～５月はや
や悪くなる。

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・街全体を見ると、インバウンドが減少しているよう
には見受けられないが、値上げや物価上昇が毎日のよ
うに報道され、実際にも値上げがあり、社会の雰囲気
が悪くなっている。

理容室（経営
者）

お客様の様子 ・客の話から、ゴールデンウィークは自宅で過ごした
人がかなり多かったようである。

悪く
なっている

－ － －

良くなっている － － －
やや良く
なっている

印刷業・製本業
（営業担当）

受注価格や販売
価格の動き

・価格転嫁の受入れが進み、受注価格は上がってい
る。一方、紙、インキ、配送費等が高止まりしてお
り、大きな案件ほど原価管理が重要になっている。

建設業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・品不足が多々ある。この状態が続くと、景気は少し
ずつ悪くなる。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・物価上昇分が受注価格に反映されつつある。

不動産業（企画
担当）

受注量や販売量
の動き

・大手オフィス仲介会社の調査では、中央区内のオ
フィスビルの空室率は、2025年11月以降２％台を継続
しており、需給バランスがひっ迫していることを示し
ている。このことからも当面オフィス賃料の上昇傾向
が続くものとみられる。

変わらない 金融業［証券］
（営業担当）

取引先の様子 ・株高の恩恵はあるものの、一部の人しか利益が出て
いない。資産は増加しているかもしれないが、消費に
つながっていない。

卸売業［機械器
具］（営業担
当）

取引先の様子 ・６月としては、受注量などが多くも少なくもない。

やや悪く
なっている

出版業（経営
者）

それ以外 ・消費者物価の上昇に、どの家庭も悲鳴を上げてい
る。

家計
動向
関連

企業
動向
関連
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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明
出版業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・紙媒体の発行部数が大幅に減っていることに伴い、
販売数の減少に歯止めが掛からない。ウェブ媒体で何
とか持ちこたえている状態である。

経営コンサルタ
ント

それ以外 ・商店街の人通りが著しく減少しているので、今後は
景気は下向きになっていくのではないか。

その他サービス
業［ビルメンテ
ナンス］（営業
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・３か月前と比較すると、大型案件が減少傾向にあ
り、当月の予算に対して実績が30％近くショートして
いる。

その他サービス
業［造園・園
芸］（営業担
当）

取引先の様子 ・仕入価格が上昇している。

悪く
なっている

－ － －
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４　（３）　景気の先行きに対する判断理由
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由
良くなる － －
やや良くなる 乗用車販売店（店長） ・中東情勢等の不安要素もあるが、夏のボーナス商戦や仮決

算等、例年であれば来客数、販売量共に増加見込みとなるた
め、期待値を込めて良くなる。

変わらない 一般小売店［文具］
（販売担当）

・良い状態のまま変わらない見込みである。

百貨店（総務担当） ・地政学リスク等に大きな変動がない限り、現状が当面続
百貨店（総務担当） ・インバウンドは引き続き下支え要因ではあるが、原油高の

影響で物価上昇が進めば、光熱費を始めとした生活コストの
増加により再び消費意欲が削がれる可能性があり、楽観はで
きない。

スーパー（店長） ・景気が短いサイクルで上下している。多少良くなるとみら
れるが、長くは続かない。

コンビニ（店長） ・セールへの反応は良いものの、その他の通常販売はここし
ばらく変化はない。

衣料品専門店（店長） ・物価が上がり、衣料は後回しにされる傾向にあるため、現
状維持が精一杯である。

高級レストラン（経営
者）

・夏場の景気は読めないが、リニューアルを予定しているた
め、全体的には景気は変わらない見込みである。

一般レストラン（経営
者）

・世界情勢が今後どのようになっていくか分からないが、早
く戦争が終結してほしい。

やや悪くなる 一般小売店［和菓子］
（経営者）

・中東情勢が明確に定まっていない以上、不安定で悪くな
る。

一般小売店［事務用
品］（営業担当）

・石油関連商材が多いため、品不足の影響が今後はかなり出
てくる。値上げ品目が多過ぎるので、多方面に影響が出てく
る。

高級レストラン（副店
長）

・８月は暑さで客が外出を控えたり団体予約が余りない時期
のため、少し落ち着いた流れになる。

一般レストラン（経営
者）

・蒸し暑さで客が少なくなってくる。

都市型ホテル（経営
者）

・中東情勢の影響により先行きが見通せず、将来に対する不
安感の方が大きくなっている。

都市型ホテル（営業担
当）

・夏の暑さなどから需要が減ると予想している。

旅行代理店（店長） ・中東情勢、燃油高騰により海外旅行需要が減少する。夏休
みの国内旅行の受注も減少傾向にある。

競馬場（職員） ・単価が大きく変化しないと仮定して、前年４～６月と７～
９月の来場者数を比較した場合、７～９月の来場者数は70％
前後であったため、この先はやや悪くなる。

理容室（経営者） ・いろいろな物の値上げの影響で、カットのみの客が増え、
化粧品の売上も落ちてきている。

悪くなる － －
良くなる － －
やや良くなる 不動産業（企画担当） ・建築費が高騰するなかでも、区内の新築マンション販売は

引き続き堅調であり、販売坪単価も上昇傾向が続いている。
卸売業［飲食料品（鮮
魚）］（経営者）

・株価が上昇しており、夏に向かって世相が明るくなりそう
である。大きな問題もないので、しばらくは順調に推移す
る。

卸売業［機械器具］
（営業担当）

・８～９月にかけて納品する予定の受注がある。

変わらない 建設業（営業担当） ・景気はやや良くなる見込みだが、品不足のため、変わらな
建設業（経営者） ・中東情勢によって今後の景気が左右される。
輸送業（従業員） ・給与もボーナスも上がらない。物価が高止まりしており、

良くなる要素がない。
金融業［証券］（営業
担当）

・前年末の米騒動から、昨今では原油及びナフサ、レアアー
スから半導体へと需給のスクイーズによる調達難が続いてい
る。加えて、人件費等の上昇から取引先関係にも業績への懸
念がかなり見えつつある。ただし、直接的な景況への反応と
いう点では、今すぐということではないため、ひとまず中立
の判断としている。

卸売業［繊維・衣服
等］（経営者）

・景気が回復するとしても、他の分野が先になる。

卸売業［繊維・衣服
等］（経理担当）

・特別大きな出来事はない。

その他サービス業［ビ
ルメンテナンス］（営
業担当）

・良くなる可能性は高くないが、大きく悪化するとも限らな
い。また、設備投資等は一定数見込まれる。

やや悪くなる 出版業（経営者） ・消費者物価の上昇により悲鳴を上げている。
出版業（営業担当） ・国内外の不安定な状況により、明るい兆しがみられない。

家計
動向
関連

企業
動向
関連
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由
印刷業・製本業（営業
担当）

・夏に向かって閑散期となるため、新規事業開発に目を向け
ていく必要がある。そのため、目に見える利益としては減少
する見込みである。

建設業（営業担当） ・受注量が伸びていない。
建設業（経営者） ・中東地域での紛争が長引く可能性が高く、影響が出てく

る。

通信業（営業担当） ・国際情勢の影響が大きく、大規模な意思決定ができなく
なっている。

金融業［証券］（営業
担当）

・行き過ぎた株高に調整が入る可能性がある。また、インフ
レにより、特に若者が将来への備えのために消費を控えてい
るように見受けられる。住宅ローン金利の上昇により、購入
を控える人も一定数いる。

経営コンサルタント ・物価上昇に給与が追い付いていないため、景気は悪くなっ
ていく。

その他サービス業［ビ
ルメンテナンス］（管
理担当）

・材料納期の遅延があり、工事の延期が数件発生する可能性
がある。

その他サービス業［造
園・園芸］（営業担
当）

・あらゆるコストが上昇しており、先の見通しが立ちにく
い。長期的な見積りは価格を高めに出さざるを得ない。商品
価格の値上げもあり、個人向け商材の受注は減りそうであ
る。

悪くなる 新聞業（営業担当） ・年度が替わってから客の値下げ要望が増えており、実際に
単価を下げざるを得ない事例が出てきている。取引先も決算
が良くないところが多く、今後同様の動きが続くとみてい
る。

卸売業［機械器具］
（営業担当）

・中東情勢の影響により塗料などが入手できないことから工
事休止などが出てきており、今後の見通しが立たない。
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（別紙）　調査客体の分野・業種別人数構成

分野 業種 調査客体数
（人）

合計 50

家計動向関連 25
小売関連 15
商店街・一般小売店 5
商店街代表者 0
一般小売店経営者・店員 5

百貨店 4
百貨店売場主任・担当者 4

スーパー 2
スーパー店長・店員 2

コンビニエンスストア 1
コンビニエリア担当・店長 1

衣料品専門店 2
衣料品専門店経営者・店員 2

家電量販店 0
家電量販店経営者・店員 0

乗用車・自動車備品販売店 1
乗用車・自動車備品販売店経営者・店員 1

その他小売店 0
住関連専門店経営者・店員 0
その他専門店経営者・店員 0
その他小売の動向を把握できる者 0

飲食関連 4
高級レストラン経営者・スタッフ 2
一般レストラン経営者・スタッフ 2
スナック経営者 0
その他飲食の動向を把握できる者 0

サービス関連 6
旅行・交通関連 3
観光型ホテル・旅館経営者・スタッフ 0
都市型ホテル・旅館経営者・スタッフ 2
旅行代理店経営者・従業員 1
タクシー運転手 0

通信会社 1
通信会社社員 1

レジャー施設関連 1
観光名所・遊園地・テーマパーク職員 0
ゴルフ場経営者・従業員 0
パチンコ店経営者・従業員 0
競輪・競馬・競艇場職員 1
その他レジャー施設職員 0

その他サービス 1
美容室経営者・従業員 1
その他サービスの動向を把握できる者 0

住宅関連 0
設計事務所所長・職員 0
住宅販売会社経営者・従業員 0
その他住宅投資の動向を把握できる者 0
その他家計の動向を把握できる者 0

企業動向関連 25
農林水産業従業者 0
鉱業経営者・従業員 0

製造業経営者・従業員 5
食料品製造業 0
繊維工業 0
家具及び木材木製品製造業 0
パルプ・紙・紙加工品製造業 0
出版・印刷・同関連産業 5
新聞業 1
出版業 2
印刷業・製本業 2
その他出版・印刷・同関連産業 0
化学工業 0
石油製品・石炭製品製造業 0
プラスチック製品製造業 0
窯業・土石製品製造業 0
鉄鋼業 0
非鉄金属製造業 0
金属製品製造業 0
一般機械器具製造業 0
電気機械器具製造業（精密機械を含む） 0
輸送用機械器具製造業 0
その他製造業 0

非製造業経営者・従業員 20
建設業 4
輸送業 1
通信業 2
金融業 2
不動産業 1
卸売業 6
繊維・衣服等 2
飲食料品 1
建築材料、鉱物・金属材料等 0
機械器具 3
その他卸売業 0
サービス業 4
広告代理店・新聞販売店[広告] 0
司法書士・経営コンサルタント・会計事務所職員等 1
コピーサービス業 0
その他サービス業 3
その他非製造業 0
その他企業の動向を把握できる者 0
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